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ア ル コ ー ル 蒸留副産物 の

　　　　　　　　 農業的利用に 関する研究

第 3 報　焼 酎粕　廃 液 の 施用 が 水 稲 の 生育　収量 に お よ ぼ す 影響
＊

堀内悦夫 ・佐 藤 　亨
・
福 見良 平

　　 （愛 媛 大 学 農 学 部 ）

　前報 に お い て
， 青刈 トウ モ ロ コ シ に対する焼酎粕お よ び 焼酎廃液 の肥料的効果を検討 し，そ の結果

を報 告 した 。

　本報 で は ，水稲 に 対 して 焼酎粕 ・焼酎廃液を窒素質肥料 と して 基肥 に 施用 し，それが生 育 ・収量 に

お よ ぼ す影響 に つ い て 調査 した の で ，そ の 結果 の 概要を報告す る 。

　　材料 およ び 方 法

　本試験は
、 北条市八反地愛媛大学農学部附属農場圃場 に お い て 行 っ た 。 供試 し た水田 は肥沃程度が

中庸な砂壌土 で ，面積は 6a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 1表 　 試 験 区 の 構 成

で ある 。 試験区 の 設定は第 1

表 に 示 した 如 く焼酎粕 （以 下

粕 と い う）お よび 焼酎廃液 （以

下 廃液 と い う）を 窒 素 源 と し

て ，それぞれ所定量を土 壌表

面 に均
一

に なるよ う 1979 年

5 月 28 日 ，散布 し た 。 約 7 日

間放置 して ，田 面に て 自然乾

燥 させ た 後 ，ロ
ー

タ リ耕起 し

て 全層 に 混和 し た。ま た ，粕

お よ び廃液中 に は燐酸 や 加里

の 含有量は極め て 微量 の た め ，

そ の 不足分を過燐酸石灰 J 塩

化加里 で 補 っ た 。 供 試品種 に

は 日本晴を用 い ，箱育苗 に よ

基肥施用量 基肥成分量 k多イa

備　 　考区 処　 理
k碗 、 N 馬 05K20

A 標　準　区 7．11 ．01 ．01 ，0 化成肥料

（14− 14− 14）

B 無 窒 素 区 τ 9 一 1．01 ．0 過 燐酸石灰
塩化 加里

C 焼 酎 粕 区 26，00 ，51 ．01 ．0N
　　 1．9 ％

D 〃 52，01 ，01 ．01 ．0P205 　 0．22％

E 〃 78．01 ．51 ．01 ．0K20 　 0．06％
固型物

F 〃 互04．02 ．01 ．01 ．0 40。0 ％

pH 　　4．6

G 焼酎 廃液区 67．00 ，51 ．01 ．0

H 〃 134，01 ．01 ．01 ，0N
　　 O．75％

P205 　 0．08％
1 〃 201 ．01 ．51 ．01 ．0K20 　 0．03％

固型物
」 〃 268 ．02 ，01 ．01 ．0 10．0 ％

pH 　　4．0

＊ 昭 和 55年 8月 23 日　第 17回講演会 に お い て 発表
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る稚苗 （23 日 苗 ）を 2 条 田 植機 （18．5 株／  ）で 6月 24 日 に 植付 け た 。追肥 は 8 月 4 日 に NK 化 成

（14 − 2 − 14 ）を窒素量 と して O．　3　k？／ a 施 用 し た 。 収穫 期 は 10 月 14 日 で あ っ た 。

　　結 果 お よ び考 察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 2 表 　生 育 調 査 結 果
　水稲の 生育調査結

果を第 2表 に 示 した 。

こ れ に よ る と，生育

全般を通 じて 粕施用

区 と廃液施用 区 とを

比較 して み る と廃液

区 の 方が各形 質と も

やや劣 る 傾向が み ら

れ る。すなわち、草 丈

で は ．7 月 30日 （最

高分 げつ 期 ）お よ び

8 月 28 日 〔穂揃期 ）

で は 粕 区が や や 優 れ

た傾向を示 し，しか

も施用量 が多 くな る

ほ ど伸長量 は微増 の 傾向 がみ られ る 。

一
方 ．茎数 の 推移 に つ い て み る と，8 月 15日 に お ける幼穂形成

期 で は粕施用 の E 区 （N ，1．5　ke／ a ）が 462．8本／  とも っ とも多 く確保 され ，同量 の N 成分施用量 の

1 区 よ りも 55本／  程多 くな っ て い る 。 また d8 月 28 日の 穂揃期 で の 枯死葉 の 発生率 は，標準区 よ り

も粕や 廃液区が 3 〜 7 ％程度 低 い 値 を示 した 。

　な お，粕 と廃液 の有機物 の大部分 は易分解性 と推定され ，こ れが水田土壌中 に お い て 異 常還元 を ひ

き起 こ し，酸素の 欠乏を招 き，水稲根 に 障害 を与 え る の で は な い か と考 え られ た の で 7 月 16日 （分 げ

っ 期 ）に 地 下部 の 観察 を行 っ た が ，本試験に み られ る よ うな 施用量 の 範囲 内で は ，粕 ・廃液 の 両区 と

もに 異常 は 認 め られ な か っ た。耐 倒伏性 に つ い て は ，各区と も薀 は な く，い ずれ も立性を示 した 。

　っ ぎ に ，生育時期別 に 抜 き取 り乾物調査を行 い
，

各処 理 区 に お け る 生長解析 を こ こ ろ み た 。 そ の 結

果を第 3 表 に示 した 。 こ れ に よ る と，ど の 項 目 の 値 も従来 の成績 に 比 べ て 全般的 に低 く経過 して い る

よ うに み うけ られ る 。 すな わち
， 葉面積指数 （LAI ）に つ い て 時期別 の 推移を窒素施用量 で 比較す

る と，どの 時期も窒素施 用量 の 増加に 伴 っ て 高 い 値を示 した 。こ れ を 粕区 と 廃液区 と に分け て み る と，

粕施用区で は E 区 （N ，1．　5　kgy／
a ）を ピ

ー
クに F 区 で は や や 減少 の 傾向 が み られ る 。 こ れ に 対 して 廃

液 区 で は 緩 や か で はあ る が施用量に 比例的に上昇 して い る 。 他方，乾物生産速度 （CGR ），相対成

区
草 丈  
7

．徳08 ／28

茎　数  

7
／30 ｛レユ5

有 効 茎

歩合 （％）

枯死葉（％＞

　 8／セ8

黒 色根の

多少 7．イ6

倒 伏 の

多　 少

A51 ．9　 88．6492 ．1　 42L575 ，4 15．7 ム

　　 1
ム

　 1
B47 ．2　81，6412 ．6　354．781 ．6 15．2 ピ

ー
少 ・ i

C50 ．0　87．6440 ．3　 380．577 ，2 11．5 ム ム

D502 　86．7518D 　411．069 ．4 10．6 ム ム

E53 ．5　 90，5530 ．9　462．876 ．1 8．1 ム ム

F52 ，6　 90．75143 　437．473 ．0 10．9 ム ム

G50 。9　83．1422 ．2　361．677 ，8 10．4 ム ム

H50 ．4　 82．5442 ．2　374 ．582 ．7 10．2 ム ム

151 ．3　 85，5479 ．2　407 ．38 裳 7 9．2 ム ム

J51 ．6　88．6495 ．8　412279 ．1 12．3 ム ム
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第 3表　　時期別 LAI ．CGR ．　RGR お よ び NAR の 比較

項 7 月 30日　〜 8，目23 日 8 月 28 日　〜 9 月 21 日 9 月 21 日 〜 10 月 15 日

目

区 LAICGRRGRNAR ． 王」AICGRRGRNAR 工、AICGRRGRNAR
　

A4 ．022 ．20 ．0535 ．994 ，410 ．50 ．Ol12 ．482 ，4 8．60 ．0073 ．75

B2 ．313 ．00 ．0555 ．962 ．28 ．30 ，0143 ．891 ．4 6，60 ．0084 ．69

C3 ．219 ．80 ．0616 ．724 ，010 。30 ．0132 ．632 ．2 2．80 ．0031 ．訂

D3 ．919 ．80 ．0515 ．294 ．310 ，60 ．0122 ．512 ．3 2．10 ．0021 ．02

E4 ．922 ，30 ．0515364 ．713 ．90 ．0143 ．022 ，7550 ．0042 ．09

F3 ．919 ．40 ．0505 ．254 ．112 ，00 ．0143 、012 ．4 7．80 ．007342

G2 ．914 ．60 ．0483 ．363 ．411 ．50 ．0163 ．482 ．412 ，40 ．0135 ．19

H3 ．013 ．80 ．0474 ．883 ．816 ．50 ．0234 ．392 ．5 490 ．0052 ．03

13 ．519 ．00 ．0495 ．744 ，417 ，90 ．0194 ，192 ，76 ．20 ．0052 ．41

J4 ．220 ．30 ．0545 ．414 ．910 ．70 ．0122 ．272 ．611 ，70 ．0104 ，77

注 ）　 CGR ：（望／   ／ 日 ）　　　 RGR ：（9／ 9／日 ）　　　 NAR ： （9／  ／日 ）

　　 　 　　 第 4 表 　収 量 お よ び そ の 構 成 要 素

項 全 玄
上 玄米重 一

穂 穂 数
モ 　ミ 数 登 熟歩合 干 粒 重

収 穫
目

米 重 実 数　 指 数 実 数　 指 数 実 数　 指 数 実 数　 指 数

区 k幻
！
a k驚／a 粒 数 本／  f町   × 102 ％ 9 指 数

A53 ．252 ．3　 　10082372305 　 　 10079 　 　 10021 ．7　 　 10041 ．5

B39 ．338 ．9　　 7462334207 　 　 6887 　　 11021 ．6　　 9942 ．3

C50 ，650 ．2　 　 9678340266 　　 8786 　　 10921 ，9　 　 10150 ．3

D54 ．653 ．9　 　10386359308 　 　 10181 　 　 10321 ．6　 　 9952 ．1

E58 ，25715 　 　 11080404323 　　 10685 　 　 10820 ，9　 　 9644 ．6

F54 ．853 ．9　　10379376299 　　 9886 　 　 10821 ．0　　 9745 ．3

G48 ．547 ．9　 　 9273329238 　 　 7883 　 　 10521 ．7　 　 10042 ．5

H50 ．149 ．5　 　 9574366271 　 　 8983 　 　 10621 ，9　　1014 τ 6

151 ．350 ．8　 　 9771420299 　　 9879 　　 1002L5 　 　 9939 ．5

」 53．252 ．5　　10073392288 　 　 9486 　 　 10921 ．2　　 984L5

注 ）　 登 熟歩合 ＝ ＝ （上 玄米重／干粒重 ）／全 モ ミ数
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長率 （RGR ）に つ い て は ，い ずれ の 区 も生 育が進 む に つ れ て 低 くな っ て い る 。 また ，純 同化率 （N

AR ）に つ い て は 通 常 で は 葉 の老化 ，相互遮蔽な ど に よ っ て 生育後期に は低下を招 くが ，処 理 区に よ

っ て は さ ほ ど低下を示 さな い 区 もみ られた 。 次に，粕
・廃液施用区を こ み に して LAI とCGR との 関

係 をみ る と生育前期 に は高 い 正 の相関が み られ ，こ の 時期に お け る繁茂程度，受 光態勢な ど は良好 な

状態 で あ っ た もの と思 わ れ る 。

一方，生 育中期以後 に な る と相関は次第 に み られ な くな っ て い る 。

　収 量 お よ び そ の 構成要 素に っ い て は 第 4 表に示 した 。 こ れ に よ る と 最 も高い収量 が 得 られ た の は粕

施用 の E 区 （N ，1．5kg．／ a ）の 57．5　kg／ a で あ る 。 こ れ は標準区 に 比 べ て 約 10 ％方高 い 値 で あ る 。 次

に ，収穫高 に つ い て 粕 区 と廃液区 とを岡量 の 窒素成分 施用量 で 比較 して み る と粕区が お しな べ て 3 〜

13％程度 の 高 い 値 を示 し，明 らか に 窒素 の 肥効性 は 粕区 の 方 が優れ て い る こ とを示 して い る 。 な お ，

高位 の 収量 が 得 られ た E 区 に つ い て み る と生育 の 経過 は 初期 か ら良好で あ り，穂数 は 多く確保 さ れ ，

単位面積当 た りの モ ミ数 も 32，300個／  と高 い 値が 得 られ た 。 さ らに ，登 熟歩合は 85％ で 良好で あ り，

充実 した モ ミ が得 られ た こ とに よ る もの と思 わ れ る 。 収量 と収量構成要素 との 関係 に つ い て は ，多 く

の 試 験 が 行 わ れ て きた が ，な か で も松 島
3）

らは 基肥 の 窒素 増肥は穂 数 の 増 大 に より収量を高め ，和 田
5）

らは   当 た りモ ミ 数 は 出穂期 まで の 窒素 吸収量 や ，葉齢指 数 90の時期に お け る窒素吸収量 と密接な 関

係が あ る こ と を認 めた 。 さ らに ，松崎
4）

は   当 た りモ ミ数 が 30，000 〜35
，
000粒で倒伏程度 が 2 よ り

小 さ ければ 80 ％以上 の 登 熟歩合が 得 られ る こ とを 明らか に した 。

　以上 の結果か ら，ア ル コ ール 蒸留副産物 の しぼ り粕や 廃液を窒素質肥料 と して 水稲栽培 の 基 肥 に 施

用 し追肥を化学肥料 で 補 っ た結果 ，肥効が かな り高 い こ とは明らか で あ る 。 収量性 に つ い て は粕 区 に

お い て a 当た り窒素成分量 で 1．5　kg施用 した 区が 57，5kgと高 い 値 が 得 られ t こ と は 注 目に値する 。資

源の リサ イ クル 云 々 が さけばれ て い る 今 日．こ れ ら副産物 の 有効利用 と土壌生産力 の 向上 を は か る 目

的か らして 肥料化 は有望 と考えられ る 。

　今後 の 課題 と して ，粕や廃液 の 施 用 に よる 土 壌 の 理化学性 の 変化 ，連 年施用 に よ る 功罪 に っ い て 継

続試験 を進め て い き た い 。

　　摘　　要

　水稲 栽培 の 基 肥 に ，ア ル コ
ー

ル 蒸留 副産物 と して 得 られ る 粕や 廃液を施用 し，そ の 生育 ・収量 を検

討 し次の 結 果を得 た 。

1，粕
・
廃 液 の施 用 に よ る 水稲の 生育障害 は認 め られなか っ た 。

2．両区 に お ける水稲 の 生育量 の 差は粕 施用区がや や 良好で 生育の 促進が み られ る他は大差 の な い状

　態 で あ っ た 。

3．葉面積指数 の 推移 は粕区 で や や高 い 値が 得 られ た。 CGR ，　 R
』
GR お よび NAR の時期的な推移

　 に は特 別 な傾向 は み られ なか っ た 。

4．収量 は 粕施用 区 の a 当 た り基肥窒素 と して 1．5kg施用 した 区 で 高位 の 57．5kg が 得 られ た 。
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